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第100号を記念して

北瀧道大学「経済学研究J第 100考記念号の刊行にあたり，北海道大学経

護学部，間経済学会の各位とともに，心からよろこびきどわかちあいたいと

じます。

ここに改めて創刊号を予にとってみますと，その奥付tこは「陪和26年12月

10SJの臼fせが記されております。当時の経済事i管室c反映してか，経費は決

して良いとはいえませんが，掲載論文8簾はいずれも当時のスタップの力作

であったはずであります。語字，インク，版の組みかたなど，外観，体裁は

その後変って診ておりますけれども，充実した内容と高い研究水畿は創刊号

以来，議突に継議されてきていることを確憶いたしております。

戦後，北海道大学に文科系の学部が設霊されまして，経済学部(当初は法

文学器経済学科。その後，法経学龍経済学科)もそのひとつでありますが，

自然科学と人文・社会科学との閥和のとれた発展を期して，研究スタッフ詰

それぞれの専門分野において日夜研讃を続けてこられました。北海道大学下級

済学研究jはそのような各スタップの研究史の一面を形成するものともいえ

るわけでありまして，貴重な研究成果の議積はまことに章、議ぶかいものがあ

ります。

スタ yフのなかで最年少の本が編さん番員を抑せっかった摂には，スタァ

フの数も今よりはずっと少なくて，原稿集めにもずいぶん苦労した記識があ

りますが，昨年度などは論文数が多すぎて臨時増刊号の刊符を余畿なくされ

る手王様で，予算との関係もjろって轍d とはまた逸った構造:労を

されるような設涜になってきておりますことは，よろこばしいかぎりであり

ます。

持の流れとは申役，創刊号当時は大学箆に籍を得て 1年半そこそこの卵で

ありました私が，ここに第 100号記念号刊行の御挨拶会申し上ぜるととにな

りまし?こことは， というほかはありをせんO
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ねがわくは第 100号が，次の第 200号にむけてさらにスタップの旺盛な研

究活動が展擬されていくそのスプリング・ボ…ドとならんことを揺待いたし

まして，調挨拶といたしま
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